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-
と
と
を
力
強
く
士
費
す
る
。

一
午
後
玄
種
ょ
に
た
っ
た
ア
メ
リ

一
カ
の
エ
デ
ィ
ス

・
デ
ィ
ヴ
ィ
ソ
ン
さ

一
ん
は
「
乙
ん
な
と
こ
ろ
に
立
っ
た
の

一
は
牢
吉
小
れ
て
初
め
て
・
:
:」
と
い
う

一
地
味
な
活
動
家
。
靭
か
ろ
渋
谷
駅
頭

一
で
演
説
会
を
聞
き
、
メ
モ
を
と
っ
て

一い
る
と
こ
季
』
み
て
連
絡
会
の
メ

放
射
性
廃
棄
物
を
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
一
ン
パ

l
に
何
か
話
し
て
ほ
し
い
と
頼

海
に
捨
て
志
ヌ
」
し
て
い
る
事
実
を
一
み
と
ま
れ
て
の
登
場
句
静
か
な
口
調

訴
え
「
も
し
、
日
本
が
本
当
に
と
れ
一
で
、
世
界
由
の
女
性
が
力
房
』
合
わ
せ

ら
の
廃
棄
物
を
安
全
と
い
う
の
な
一
て
平
和
を
守
る
っ
と
語
る
:・
。

ら
、
東
京
湾
に
鎗
て
る
べ
き
だ
」
と
一

ζ
っ
し
て
午
後
五
時
ま
で
、

雨
に

鋭
く
い
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
反
接
庖
活
一
も
め
げ
ず
、
約
六
十
人
の
女
性
が
か

動
家
・
レ
ベ

ッ
カ

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
一
わ
る
が
わ
る
、
休
日
の
街
を
{
タ
¥
人

ん
は
、
非
暴
力
で
平
和
を
か
担
戸
葛
一
々
に
、
反
戦
が
呼
び
か
け
た
。

草
の
根
が
次
々
登
壇

外
国
婦
人
も
、

延
々

8
時
間
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グ
終
戦
の
臼
乙
恒
例
と
な
っ
た
、
一
い
広
が
り
が
感
じ
A
託
た
。
あ
い
も
一
婦
人
有
権
者
同
盟
の
紀
平
悌
平
さ
ん

戦
争
へ
の
道
房
許
さ
な
い
宗
主
訂

一か
む
り
ず
馬
耳
東
風
の
若
費
九
ち
、
一
が
「
昨
年
、
国
連
で
各
国
大
使
に
反

連
笹
口
叫
反
戦
マ
ラ
ソ
ン
演
説
会
」
一
チ
ラ
シ
を
受
り
取
る
と
と
も
拒
否
す
一
核
署
名
の
墾
署
し
た
主
」
、
大
切

が
、
今
年
で
三
回
目
と
な
っ
た
。
一
る
光
療
も
多
く
見
A
行
九

一

有

一

な
の
は
、
あ
な
た
の
政
府
が
何
を
や

乙
と
し
は
ち
ょ
、
予
」
目
隠
臼
と
な
一
雨
の
中
を
じ
っ
と
立
ち
つ
く
し
て
聞
一
っ
て
い
る
か
だ
、
と
い
わ
れ
返
事
に

っ
た
十
四
目
だ
っ
た
が
、
台
風
の
影
一
く
人
も
:
・
。
そ
の
現
金
上
に
た
三
困
っ
た
」
と
い
う
琴
援
鍵
語
気

響
で
時
折
激
し
い
雨
の
降
る
中
存
可
一
た
人
々
は
、
情
勢
ほ
極
め
て
懇
い
、
一
を
強
め
て
「
戦
前
、
女
は
一
票
薪
袴

傘
が
き
し
て
の
八
時
閣
の
演
説
会
だ
一
女
た
ち
の
力
で
流
れ
を
か
え
辛
っ
、
一
っ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
仕
方
な

っ

た

。

一

と

力

強

く

訴

え

た

。

一

か

っ
た
。
知
広
な
か
っ
た
と
い
え
る

有
名
文
化
人
よ
り
無
名
の
地
域
で

一
午
前
十
時
演
説
会
は
ス
タ
ー
ト
。
一
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
豆
、
ん
な
乙

の
活
動
家
た
ち
が
多
く
鱈
っ
た
と
一
総
合
司
会
は
=
露
連
続
空
量
輝
子
一
と
は
い
え
な
い
。
婦
人
の
一
雰
夫

と
、
ま
た
、
原
李
英
会
に
来
日
し
一
さ
ん
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
評
論
家
一
事
に
、
い
い
選
沢
を
し
本
つ
:
・
・
」

た
米
、
英
、
ペ
ラ
ウ
の
女
昨
抗
告
石
干
華
鶴
子
さ
ん
は
、
与
謝
野
晶
子
一
外
閣
の
へ
主
が
た
く
さ
ん
重

惨
事
す
る
な
ど
、
ム
l
ド
的
な
も
の
一
の
吟
君
死
に
た
ま
ふ
と
と
な
か
れ
M

一
に
立
っ
た
の
も
特
徴
。
ペ
ラ
ウ
の
キ

か
ら
実
質
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
幅
広
一
を
ひ
い
て
反
戦
の
毎
え
莞
つ
い
で
一
ヨ
コ
・
テ
ゲ
ラ
ク
さ
ん
は
、
日
本
が

ド
白
切
犯
μ
?
?
:

一

一
…
一
一
…
…
一
一
挙

3
3
1

語りかけるアメリカのディヴィソンさん

議t

e'会?

(府中)

ビールと世界の歴史のかかわり方をパネル展示
停戸欄輔咽輔鴫肺勝・・--傷、w

:喫煙と健康世界会議、

線
級
選
感
受
設

境
問
鋭
機
幣
斜
…
防
護

"胸婦耐同繍醐-も

日
本
で
四
年
後
開
催

た
ば
こ
問
題
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
わ
れ
る
第
五
回
喫
煙
と
健
“

…
…
康
世
界
会
議
が
、
七
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
官
め
六
日
間
、
カ
ナ
ダ
-
…

に
の
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
で
聞
か
れ
九
七
寸
九
カ
関
千
八
土
ハ
人
虫
巾
…
.

民
運
動
家
、
医
学
専
門
家
、
法
律
家
、
教
育
者
が
出
席
。
日
本
か
ら
“
“

…
は
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
研
究
所
疫
学
部
長

・
平
山
雄
氏
6
十
一
名
が
一
-

…
…
出
席
必
飴
繕
濁
衝
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
l
h示
作
民
行
た
ほ
か
、
…

…
…
四
年
後
の
一
九
八
七
年
に
は
、
日
本
で
の
器
新
決
手
る
な
《

日
…
実
り
の
多
い
会
警
な
っ
た
き
だ
。
嫌
籍
確
立
が
塁
手
入
び
-
-

・
…
と
宏
宮
(
代
表

・
渡
辺
事
)
は
、
世
界
会
簿
九
出
席
し
た
草
山
雄
-
…

…口
氏
、
伊
佐
山
芳
郎
氏
(
嫌
煙
権
確
嘉
塁
手
法
津
家
の
会
代
表
三
…

…
…
牧
野
賢
治
氏
(
毎
易
関
編
曲
妻
号
、
宮
襲
一
氏
(
日
本
禁
煙
…

“
盟
百
)
、
渡
辺
文
学
氏
に
よ
る
帰
国
墾
去
茅
可
八
月
十
日
、
東
京

・
日

・
市
ケ
ハ
字
W
C
Aで
聞
い
た
。

五
百
も
の
テ
ー
マ

サントリービールのできるまで

の
一
環
と
い
、
ジ
わ
け
だ
。

同
ブ
ル
ワ
リ
l
は
、
サ
ン
ト
リ
ー

が
、
保
持
す
る
ビ
l
ル
工
場
の
中
で
、

最
も
歴
史
が
古
い
と
と
ろ
だ
。
今
年
、

二
十
年
目
を
迎
え
、
ビ
l
ル
の
製
造

工
警
知
っ
て
も
暴
っ
と
始
め
た

工
場
見
単
も
、同
じ
年
月
房
態
え
る
。

今
で
は
、
年
問
、
五
内

向

δ
人

も
の
人
が
と
こ
を
訪
れ
、
小
学
生
た

ち
が
、
学
校
の
芸
島
君
場
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

陣
物
館
を
含
め
、
武
蔵
野
プ
ル
ワ

リ
l
の
見
学
は
無
料
。
事
前
に
予
約

す
れ
ば
、
稚
で
も
見
学
で
あ
る
。

「
良
蔵
野
プ
ル
ワ
リ
l
」
墓
原
都

府
中
市
矢
崎
町
=
丁
一

E
O
四二一ニ

上
ハ
四
l
一
三
二
。

マ
交
通
・
:
宗
主
線
府
中
駅
下
車
・

国
鉄

・
商
法
線
府
中
本
町
主
車
。

マ
入
場
:
・
無
料

(予
約
が
必
要
)

知
ち
れ
る
と
と
ろ
だ
が
、
一
口
に
れ
て
い
る
。
年
の
と
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

グ麦
H

と
言
っ
て
も
、
い
ろ

い

凡

な

属

物

館
は
、

一
般
に
、
幡
物
中
彦
、
ヒ
l
ル
工
場
を
再
現
レ
た

種
類
が
あ
る
。
炉
と
言
わ
れ
る
も
の
と
は
、
い
さ
僕
型
。
そ
し
て
、
音
の
ジ
ヨ
ジ
キ
の

グホ
Y

プ
μ

だ
っ
て
、
そ
っ
簡
単
さ
か
趣
向
が
異
な
る
。
言
っ
て
見
れ
い
ろ
い
ろ
。

に
お
目
に
か
か
れ
る
植
物
じ
ゃ
な
ば
、
ビ
l
ル
工
場
内
で
、
ビ
ー
ル
の
十
九
世
相
の
ド
イ
ツ
の
ジ
ョ

ッ
キ

ぃ

。

製

造

工

程

を

実

際

に

見

学

し

た

後

に

は

ー

が

い

と

つ

の

却

を

し

た

も

の

ζ
う
し
た
、
ピ
l
ル
に
関
す
る
謎
の
、

H
確
認
i

の
場
と
い
っ
た
趣
き
も
あ
る
。
乙
れ
は
、
頭
の
よ
U
人
に

解
告
を
し
て
く
れ
る
と
と
九
品
川
、
サ
刊
ル
。

自

分

も
あ
や
か
る
コ
と
い
う
も
の
。

ン
ト
リ
ー
の
鼠
蔵
野
プ
ル
ワ
リ
1
内

妻

、

ま

襲

、
貯
酒
の
工
ふ
た
つ
き
の
ジ
ョ
ッ
キ
は
よ
く
見

縁
側
か
ち
に
安
鋲
取
線
香
の
に
男
女
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
た
ち
が
に
あ
る
「
ビ
i
ル
博
物
館
」
弓
程
歪
め
あ
と
り
に
し
て
い
ざ
、
か
り
る
が
、
十
九
世
抱
の
チ
ェ
コ
ス

お
い

0
2
円
五
和
斥
手
に
観
戦
す
る
飲
む
£
つ
に
な
っ
た
。

同

博
物
館
の
テ
l
マ
は
「
ピ
l
ル
縛
物
館
へ
、
と
い
っ
た
具
合
。
ロ
パ
キ
ア
の
ジ
ョ

ッ
キ
は
、
ふ
た
つ

プ
ロ
野
球
の
T
V中
継
。
そ
し
て
ゆ
種
類
も
、
容
器
も
豊
富
に
な
っ
て
、

!
jl
f
j1
1
1l
i

き
で
も
、
乙
れ
は
飾
り
。
底
の
方
が

で

た

て

の

壁

署

肴

に

、

冷

え

た

ビ

人

々

は

安

¥

あ

た

り

前

の

さ

つ

に

し

:

入

口

に

な

っ

て

い

る

か

ら

、

全

都

飲

l
ル

多

l
五

お

る

。

て

ピ

lル
を

5め
、
売
で

ビ

!

ル

の

ナ

ゾ

解

明

ん
で
さ
量
で
は
、
ジ
ヨ
グ
キ
を

ビ
ー
ル
が
、
ノ
ド
を
翠
己
る
冷
た
い
る
o

e

A

置
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
、

い

震

処

重

量

い

時

に

は

欠

京

、

と

の

ビ
l
ル
が
ぶ
っ
た

製

造

工

程

を

見

た

あ

と

で

や
や
と
し
い
も
の
言
。

か

せ

な

い

霊

源

剤

弓

い

y
あ

さ

つ

に

し

て

つ

く

ら

れ

て

い

こ

と

に

は

、

実

物

の

ニ
笑
隻
と

ビ
ー
ル
が
、
日
本
で
本
格
的
に
つ
る
の
か
、
知
っ
て
い
る
人
は
ど
れ
ぐ

J
1
(
(
(f
1
1
乾
燥
し
た
ホ
ッ
プ
も
展
蚕
C
れ
て
お

く
り
始
め
ら
れ
た
の
は
、
お
よ
そ
一
ら
い
い
る
の
だ
る
つ
。
づ
く
り
史
」
と
「
ピ
l
ル
憎
物
史
、
正
面
、
左
手
に
は
、
昭
和
五
十
年
り
、
事
藤
に
手
で
さ
わ
る
と
と
も
で

Q
U笠
刊
以
来
、
多
く
の
人
々
に
ビ
1
ル
が
、
麦
と
ホ
ッ
プ
を
原
料
中
世
の
ビ
I
ル
づ
く
の
妥
』
表
わ
し
た
ま
で
、
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
、
木
き
る
。

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
今
で
は
老
若
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
に
車
ゃ
、
パ
ネ
ル
票
、
珍
し
い
ジ
製
の
樽
が
積
み
よ
宮
れ
て
い
る
。

惇
留
の
あ
と
は
、
革
、
び
ん

i
s
g
g

ヨ
ッ
キ
の
展
示
な
《
ビ
l
ル
に
関
歴
史
を
示
し
た
パ
ネ
ル
に
は
、
ビ
缶

・
警
め
工
程
へ
と
向
う
。
だ
か

す
る
こ
と
が
、
要
領
よ
く
ま
と
め
ら

1
ル
の
誕
生
が
、
紀
孟
則
四
円
円
δ
色
、
ビ
l
ル
得
物
館
は
、
工
場
見
学

会
議
で
発
表
さ
れ
h
J表
題
は

「妊

娠
へ
の
影
響
」
「
間
後
喫
僅
」
「
発

展
途
よ
国
で
の
喫
煙
」
「
非
喫
煙
者

の
繕
利
灘
筋
の
出
現
」
な
ど
約
五
0

0
。会餓
場
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
世
界
各

国
の
子
世
絵

6
猶
い
た
担
問
題
ポ
ス

タ
ー
が
数
裏
も
瞥
託
、
早
め
前

で
は
、
国
際
が
ん
連
合
、
喫
煙
者
の

権
利
運
動
や
禁
煙
関
係
の
グ
ル
ー

プ
、
カ
ナ
ダ
政
府
な
Y
添
P
Rの
場

を
設
け
て
資
料
問
布
を
行
っ
て
い
た

と
い
う
。

れ
た
」
と
い
う
の
は
牧
野
氏
。
カ
ナ

ダ
で
体
験
し
た
い
く
つ
か
を
紹
介
。

会
議
が
聞
か
れ
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
・セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル

で
は
、
受
付
の
横
に
「
禁
煙
容
撃
も

あ
的
云
す
」
と
い
う
表
示
が
し
て
あ

り
、
十
八
階
。

2
P九
階
だ
け
が
禁

煙
客
室
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
と

の
会
議
の
た
め
に
告
害
ょ
取
A
五
た

処
置
で
は
な
く
、

二
年
も
前
か
ら
や

っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ

に
は
、
禁
煙
ホ
テ
ル
も
あ
る
と
い
う

乙
と
だ
。

現
在
、
ウ
ィ
ニ
ペ
グ
市
で
は
、
銀

行
や
官
斤
め
窓
口
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な

y
盗
共
の
寄
の
量
規
制
条
例
を

審
線
中
だ
そ
う
で
、
「
そ
れ
が
環
境

安
員
会
を
通
過
し
た
た
め
ろ
し
く
、

同
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
に

取
り
付
け
て
い
た
灰
皿
が
な
く
な

り
、
グ
禁
罪
の
表
示
が
空
C
れ
た
」

と
い
う
。

積
極
的
な
カ
ナ
ダ

「
カ
ナ
ダ
政
府
の
喫
煙
対
策
に
対

す
る
塾
恵
空
ピ
か
が
え
た
」
と
出
席

者
た
ち
。

渡
辺
氏
は
「
カ
ナ
ダ
の
モ
ニ
ク
・

ペ
ジ
ャ
ミ
ン
厚
生
大
臣
は
、
前
夜
祭

か
A
挙
加
し
、
初
日
の
演
説
で
は
H
た

ば
乙
を
吸
わ
な
い
世
代
H

と
H

た
ば

こ
を
や
め
る
持
H

と
い
う
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
支
を
て
徹

底
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で

い
る
と
い
う
報
告
を

K
F
Uた
。
地

方
自
治
体
の
首
長
穿
ち
積
極
的
に

参
加
、
心
臓
財
団
や
カ
ナ
賓
が
ん
協

会
な
ど
民
間
組
織
の
取
り
組
み
と
ガ

ッ
チ
リ
歯
車
が
か
み
あ
っ
て
い
る
感

じ
が
し
た
」
と
い
う
。

そ
の
結
果
カ
ナ
ダ
で
は
、
一
九
六

六
年
に
成
人
男
性
五
四
処
女
性
三

ニ
物
で
あ
っ
た
喫
煙
者
は
、
八
一
年

に
は
男
性
一
一石
処
女
生
冗
必
へ

と
低
下
し
た
。

団
体
も
同
じ
考
え
を
待
っ
て
い
る
」

と
、
羊
志
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
く
れ

た
と
い
う
。

大
会
四
日
目
の
夜
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ギ

リ
ス
、
そ
し
て
日
本
の
五
カ
国
、

三

十
人
に
よ
っ
て
会
合
が
持
た
れ
た
。

「
各
国
の
嫌
煙
溜
筋
房
き
ち
に
強

力
に
す
す
め
て
い
く
に
は
、
情
報
交

換
を
密
に
し
て
い
く
必
要
が
否
@
」

と
い
う
と
と
で
意
見
一
字
句
事
務

局
を
ア
メ
リ
カ

・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の

「
非
喫
煙
者
の
権
利
一
竪
E
」
に
号
¥

乙
弁
湊
決
考

:町民お;
):円、話白 断
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平
塚
ら
い
て
う
著
作
集

M
-
築
詑
生
一
丸
嗣
計
一
相
時
四
何
十
全
ア
巻

⑧
母
性
の
主
張
に
つ
い
て

①
青
せ
い
と
う

鞍

ら
い
て
う
の
思
想
の
原
点

③
社
会
改
造
に
対
す
る
婦
人
の
使
命

第

1
回
配
本

絶
賛
発
売
中

第

3
回
配
本
川
月
叩
日
刊

数
百
万
人
の
、
ち
ひ
ろ
フ
ァ
ン
に
贈
る
|

|
。

は
じ
め
て
の
本
格
的
な
評
伝
グ

V
最
新
刊
1
2
0
0
円
町
l

t
り
ひ
ろ
・
愛
の
絵
筆

開

制
《
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
生
涯
》
遣
い
く
子
著
問

i
た
、
ち
ひ
ろ
の
世
界

HF

1

労
『

E
R
E
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一一一

愛
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き
び
し
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肯
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難
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満
州
・
そ
の
幻
の
国
ゆ
え
に

ι
A
T

・
中
国
残
留
車
置
と
孤
児
の
記
録

J
惜
の
観

f
再
会
」
の
背

4
4

設
に
あ
る
も
円
は
，
今
な
お
、
中
同
で
、
日
本
で
、
「
戦
後

々
」
を
送
っ
て
い
る
中
同
校
留
友
と
狐
兇
た
ち
の
苛

烈
な
運
命
を
追
っ
た
迫
氏
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
.

1
2
0
0
内

郁

川伸111筑摩書房州町2-8

ま
ニ
ナ
ノ
試
山
E

Eι

‘.E
、BL
u
-
-
E
H
刈
，
小
E
t
-
-
S
1

富
山
妙
子

2と
生
へ
の
問
い

H
Z地
の
炭
鉱
か
ら
却
で
世

金
芝
河
へ
と
、
常
き
る
こ
と
と
絵
の
テ
!
?
を
後
家
し

続
け
、

N
H
争
に
人
間
の
解
歓
を
求
め
て
き
た
一
人
の
剛
山
車
の

咋
し
の
必
U
H
O

『
わ
た
し
の
解
政
』
地
補
版
。

1
8
0
0
円

女
た
ち
の
白
立
と
連
帯
を
探
る
待
望
の
講
座
ノ

回包沼主T25fzrl-2:

自
主
婦
は
つ
く
ら
れ
る

園
露
の
な
か
の
主
嫡
た
ち



(2 ) 〈火曜日 〉

市
会
期
同
ド
占
司
坦
後
、
初
め
て

市
正
義
れ
た
の
は
、
当
選
恒

輔
房
受
け
取
る
時
九
っ
た
。
私
は

時
間
に
遅
れ
な
い
事
つ
に
気
を
つ

け
て
行
っ
た
の
で
、
一
ニ
番
目
く
ち

い
だ
っ
弓
受
付
手
-
済
ま
せ
で
か

ち
、
適
量
管
理
詰
員
会
C
M
々
に

あ
い
さ
つ
を
し
た
。
み
な
さ
T

ん「お

め
で
と
っ
f
」
と
百
三
と
だ
さ

っ
た。四
月
二
十
四
日
の
疫
票
日
の
事

だ
が
、
私
は
い
つ
私
}
の
投
烈
日
の

回和 58年 8月 308

あ
い
さ
つ
く
ら
い
官
る
の
に
、
知

ら
ん
認
九
っ
た
」
と
昌
っ
た
号
つ

な
。
候
補
者
と
広
め
は
、
っ
ち

①
い
も
ん
弓
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
愛

想
よ
く
し
て
い
な
り
れ
ば
な
民
な

い
の
か
。
私
芯
ん
て
、
と
に
か
く

一刻
も
阜
く
向
分
の
顔
が
出
主
¥

っ
た
。
回
怠
官
民
さ
ん
が
芸
尖
る
ポ
ス
タ
ー

ET品
申
え
て
く
れ

の
中
に
い
ち
心
た
か
宍
あ
い
さ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
し
、
設

つ
し
た
け
ど
、
立
会
人
一
金
蔀
に
あ
損
所
な
り
も
ス
タ
コ
ラ
逃
げ
出
じ

い
さ
っ
す
る
己
主
ん
か
思
い
も
た
い
気
持
ち
だ
っ
た
。

及
ば
な
か
っ
h
ι
。
私
は
会
場
の
後
民
あ
席
に
座
つ

あ
と
で
、
基
人
の
市
留
附
の
て
、
入
っ
て
高
y
a
g
妻
宅

わ
か
ら
な
い
こ
と
い

っ
ぱ
い

で
も
、
く
じ
け
な
い

。
名
前
軒
轟
い
た
け
ど
、
恥
か
し

く
て
い
た
た
芸
泣
い
缶
詰

務
員
が
、
私
の

E
峯

「
あ
い
つ

変
っ
て
る
な
。
時
男
ι
っ
た
ら
、

い
た
。
「
よ
ろ
し
く
」
と
だ
れ
彼

か
ま
わ
ず
あ
い
さ
っ
す
る
ら
急

い
で
一
入
っ
て
来
る
や
開
を
見
つ
げ

て
陸
自
」
事
人
。
充
だ
、
新

人
は
や
っ
ぱ
り
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
。
払
は
P
M
立
心
し
た
。
始
め

を
'
U
伺
で
も
そ
つ
な
く
己
な
廿
悪

人
宇
ん
て
多
く
は
い
な
い
の
匂

払
は
党
人
で
も
な
い
し
、
y
あ
4
E

慌
に
も
踊
さ
な
い
つ
も
り
だ
か

ら
、
わ
か
民
な
い
こ
介
添
い
っ
ぱ

い
あ
る
だ
円
ズ
ノ
。
で
も
、
く
じ
の

ち
ゃ
ダ
メ
だ
と
、
自
分
に
昌
い
き

こ
と
し
再
の
地
衣
撃
で
、
日
間
各
の
新
人
や
み
↑
腐
の
出
馬
が
白
ぷ
呈
芭
た
凶
厳
も
パ
ッ
ク
も
な
く
、

地
境
の
、
あ
た
り
前
の
声
を
曜
会
に
掲
げ
喜
?
と
い
う
曜
朴
な
嗣
い
で
し
』
扮
、
多
く
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
当

選
を
生
み
出
レ
芭
弓
茅
ケ
崎
市
の
西
山
正
干
さ
ん
も
そ
ん
奪
婦
で
す
。
文
師
、
邸
入
学
級
、
公
民

鮪
づ
く
り
、
図
書
画
づ
え
り
問
山
支
え
の
情
動
は
と
迄
ふ
る

E巻
町
民
ず
、
会
の
代
表
で
あ
り
推

進
者
で
あ
り
縁
の
τφ
力
も
同
正
し
て
が
ん
ば
り
つ
づ
け
、
ご
く
白
黙
の
成
町
件
当
E
し
て
、
仲
間
た

ち
か
ら
嗣
人
揖
回
一
帯
だ
っ
た
茅
ケ
崎
市
空
白
に
ほ
り
と
室
長
た
の
で
す
。
=
J
人
の
4
も
有
必
、
あ
た
り
前

の
主
婦
古
市
会
曙
弔
」
な
っ
て
ョ
鵬
宍
戸
迷
い
。
こ
れ
で
は
困
る
と
国
っ
与
」
と
さ
っ
/
な
ら

ん
に
胃
さ
つ
づ
っ
て
安
早
つ
こ
と
に
K
F
υ
%

壬詮亘書安司~ ./'、議n-""，第ワ 12号

プに120万円
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かす。払
の
隣
り
に
座
っ
た
ニ
朗
自
の

曙
貝
に
「
揖
民
の
仕
出
っ
て
い
う

の
は
大
変
で
す
よ
。
ボ
う
ン
テ
ィ

ア
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
む
ね
」
と

関
空
系
%
私
だ
っ
で
限
凪
の

仕
事
の
大
変
さ
は
ポ
知
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
か
ち
、
有
候
補
券
翌

日
り
る
時
も
ず
い
ぶ
ん
た
め
ち
っ

た
。
当
選
す
る
か
と
う
か
の
、
心
配

で
「
わ
か
ら
な
い
こ
ル
ほ
か
り
一

で
す
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
敏
卒
、
く
一

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

-

す
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ

て
、
港
事
問
理
垂
員
会
の
蚕
同
長

か
金
当
「
出
町
稽
と
韓
同
パ
ッ
ヂ
を

い
た
だ
い
た
。
新
人
揖
員
は
会
員

出
席
し
て
い
た
が
、
L
V
4
ι
同
期
も

や
っ
て
い
る
醜
口
は
、
本
人
が
来

よ
り
も
、
議
じ
た
惨
事
や
つ
な
い
再
開
の
人
が
雲
足
る
輔

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
告
も
あ
る
。
新
U
い
市
長
肯
ん
は

が
、
は
る
か
に
心
配
だ
っ
た
の
弓
欠
席
で
、
代
理
人
と
じ
て
前
期

み
ん
な
は
、
そ
ん
な
こ
戸
ほ
、
当
世
り
で
や
舎
h
五
「
高
踊
長
さ
ん

越
し
で
か
ち
考
え
れ
ば
よ
い
と
曹
が
出
席
さ
れ
て
い
れ
九
。
初
め
て
手

っ
た
り
れ
ど
、
私
に
は
車
系
屈
に
す
る
間
同
パ
ッ
ヂ
は
実
母
木

だ
っ
た
の
弓
私
が
四
壬

一百
五
の
粕
に
入
っ
て
い
九
隣
町
め
二

十
君
臨
っ
た
の
で
、
自
分
の
県
筆
頭
間
に
よ
れ
ば
、

=一
干一
円
出

が
減
っ
た
と
い
っ
て
2
P
何
で
せ
は
、
新
し
い
パ
y
ジ
も
購
入
で

い
る
箔
甜
曜
日
同
も
い
る
と
聞
い
て
さ
る
介
あ
こ
と
、
併
と
じ
て
も
心

い
る
。
意
地
要
」
れ
る
と
因
君
配
し
な
く
て
も
よ
主
主
、

，
国
際
陣
望
台
チ
な
Y
ち
套
冠
制
械
と
な
っ
て
陣
揖
岩
に
対
す
る
一
般
の
見
方

わ
大
分
変
わ
っ
て
き
た
し
、
少
し
ず
つ
だ
が
、
就
輔
の
奥
田
も
ふ
え
て
三
て
い
る
。
だ
が

そ
ん
な
中
で
も
臨
し
い
刻
簡
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
心
身
障
害
者
戸
々
守
つ
。
知
恵
が
浬
れ

て
い
る
と
い
ス
め
は
、
な
か
な
か
普
通
の
什
壌
に
つ
き
に
く
い
。
以
前
は
、
単
純
作
業
の

工
場
な
ど
で
い
く
A
が
仕
事
の
円
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
構
械
化
カ
マ
事
ん
だ
い
ま
、
こ
う

し
存
在
事
も
ぐ
っ
戸
滋
っ
て
し
ま
っ
九

害
者
の
団
体
な
ど
で
作
業
咽
を
つ
く
る
運
動
量
ん
で
い
る
が
、
ど
ん
な
仕
妻
子

る
か
も
間
関
じ
、
間
一
、
作
損
場
の
曜
保
b
大
宅
せ
っ
か
く
儲
的
ろ
れ
た
輔
所
も
、

室
主
り
都
合
で
追
い
た
て
き
っ
て
と
い
う
ケ
I
ス
も
多
い
。
障
害
者
の
一
団
体
な
ど

は
、
な
ん
と
か
拠
隠
九
な
る
場
所
の
震
を
吉
宗

3
っ
事
レ
て
ほ
し
い
と
行
政

に
唖
望
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
実
現
は
む
ず
か
し
い
。

神
奈
川
制
措
盟
割
問
岡
市
の
か
な
り
電
症
の
心
室
岡
園
児
手
担
尋
岳
町
朝
た
ち
で
結
成
戸
れ
て

い
る

「悶
茜
児
の
未
来
事
え
る
寝
室
」
翁
握
手
会
き
処
十
数
毒
事
カ

実
っ
て
辛
つ
や
〆
と
う
い
う
必
伊
を
確
保
す
る
と
と
が
で
き
た
。

H

拠
点
'
が
で

き
て
会
の
語
集
室
躍
し
た
。
作
業
実
理
ス
ム
ー
ズ
量
み
、
主
ハ
月
に

は
誕
祭

P
ま
で
で
き
た
の
だ
っ
た
。

グ
拠
点
'
が
あ
れ
ば
活
動
が
前
進
す
る
l
|
。
「
障
害
児
の
未
来
を
雪
急
親
忽
芭

の
ケ
l
ス
か
ら
・
。

障
害
児
の
未
来
を
考
え
る
親
の
会

(検
須
賀
)

可P

~ 

の
空
室
の
有
難
さ

心
ゆ
く
ま
で
作
業
に
没
頭

、
空き缶のみこしをかっく子供たちの額は喜びに聞いていた。

活動分野も広く多彩

(3 ) 

、ゆ

Jーも雌ま

妊
婦
の
串
笠
ハ
・

O
骨
と
ほ
円
、
妊
比
率
は
出
回
よ
と
い
う
高
さ
ぺ

娠
緩
の
唖
消
極
も
、
早
産
に
対
し
て
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
の
た
ば

草
の
効
吟
カ
あ
吾
」
介
添
わ
か
っ
こ
、
本
人
の
翠
品
で
ゃ
め
ち
れ
る
も

た

。

の

だ

ゆ

に

、

せ

宗

主

駈

の

司

能

性

わ
が
国
の

Ed宝
庫
事
は
三
去
の
あ
吾
女
性
は
た
だ
ち
に
や
め
る
べ

骨
と
い
わ
れ
て
お
り
、
喫
開
妊
捕
の
き
宇
ほ
な
か
る
A
6
0

っ
た
た
め
、
有
力
な
主
件
あ
武
器
と

な
っ
弓深
夜
営
業
を

さ
せ
て
・
:

女
性
合

7
シ
l

'

ス

タ

ー
も
容
赦
せ
ず

タ

バ

コ

は

韓

国

き

つ

い

姦

通

罪

妊
婦
の
大
敵

明
聞
の
プ
ロ
野
球
の
人
偏
ス
タ
ー

ニ
土
谷
、
払
明
開
か
れ
た
百
白
仁
天
翠
A
F
H
町
送
嬰
れ
話
題

本
母
性
語
牛
車
交
官
「
お
い
て
が
た
ば
に
な
っ
て
帆
る
も
桔
婚
し
て
い
な
が

こ
を
繋
延
岡
は
早
庫
の
危
暁
性
が
ち
名
い
立
控
淳
気
し
、
毎
週
開
に

高
い
。
た
だ
し
、
妊
娠
と
同
時
に
た
聞
わ
れ
た
も
の
。
男
酌
の
問
K
平
専
寺
私
導
L

ば
甲
丞
早
め
れ
何
不
め
車
は
か
な
岡
田
で
は
席
問
題
部
は
刑
法
一
西
一
も
深
夜
勤
務
を
恕
め
て
ほ
し
い
」
と

り
下
が
る
u

と
い
A
A
附
究
暗
黒
が
、
晶
に
明
安
ι
れ
晒
存
し
て
お
り
、
困
堕
設
の
女
性
タ
ク
シ
ー
運
程
T
で

日
本
医
大
第
二
病
院
産
開
人
科
(
荊
高
刑
は
徴
曾
卒
。
室
岡
野
で
翠
あ
組
轍
す
る

d
芋
プ
ロ
タ
ク
の
会
H

地
一
二
郎
部
き
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
る
い
盛
大
盟
国
配
が
あ
っ
て
峨
手
(
開
国
語
主
霊
)
の
メ
ン
バ
ー
ハ

発

費

さ

裂

、

る

。

ヂ

H

人
が
、
二
土
ハ
日
直
、
県
武
東
ト
碩

男
/
ル
l
プ
め
調
査
に
レ
客
失
型
虹
で
は
、
第

一
野
党
の
民
士
福
本
木
駅
の
駅
頭
に
妥
べ
夜
半
間
以

特
に
目
立
つ
早
産
の
原
因
は
、
高
血
国
完
幹
部
、
韓
英
K
H
瞬
間
平
女
恒
の
降
の
深
夜
勤
務
輿
現
に
嗣
げ
て
の
署

圧
、
妊
富
の
出
血
、
富
の
菌
室
襲
安
室
副
院
を
受
げ
名
集
室
付
っ
弓

の

=

項

目

。

て

服

担

レ

て

い

る

。

労

働

基

艶

E
q
主
平
め
夜
-
十
時

間
グ
ル
l
『
丘
、
昨
年
四
月
か
ら
血
尽
き
首
足
讐
察
が
捜
査
、
逮
以
降
の
深
夜
開
働
が
、
特
極
な
業
柵

一年
、
川
崎
市
の
妊
制
約
四
円
門
X
補
す
る
た
め
に
は
浮
気
の
現
出
雰
師
以
外
は
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で

を
対
量
に
、
喫
煙
に
つ
い
て
調
査
を
え
る
と
と
が
不
可
欠
と
じ
て
い
る
o

は
ヰ
窟
で
告
な
い
と
い
弓
め
が
彼
女

興
特
結
果
、
妊
娠
前
、
中
と
も
た
量
君
君
、
女
性
の
車
に
い
る
君
哲
弓

ば
早
を
吸
わ
な
い
妊
聞
の
早
産
串
は
と
ゆ
え
歪
六
人
の
卓
引
き
で
回
目
蚕
員

「
プ
ロ
の
免
許
所
持
者
と
し
て

四
・
ニ
党
ι
っ
た
の
に
対
し
、
母
日
が
纏
想
L
弓

男

女

平

等

に

客

ぞ

の

が

私

速

の

願

一
本
以
ト
薮
い
簿
u
r
d
Q
の
早
産
量
程
安
主
家
庭
同
i
A
L
い
で
す
」
と
い
う
。

串
は
一

0
・七

2
E霊
薬
品
を
求
宮
前
教
事
に
狩
レ
た
二
時
聞
に
約
四
Q
U
人
の
署
名

し
九
ま
ぺ
以
前
は
喫
煙
し
て
も
の
と
い
哨
示
、
独
立
睡
の
韓
国
で
が
揖
之
、

い
語
、
妊
容
」
同
時
に
霊
レ
た
は
田
監
量
思
己
れ
る
制
申
告
な

切手を切りとる作離の副lIo中お母さんが切手のまわりに
帽をひいてやり、その帽に沿ってハサミを入れる

空き缶で作ったみこし。3∞0個を脅した。
厘慢はカンを一つ一つ開きー棋の!lii:1このばして
つくった。
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島 迎女
回えが

と る老
みと後

子著 きを

夫

の

暴

力

、

ザ

タ

社
会
問
題
に
米

ア
メ
リ
カ
の
雑
必
タ
イ
ム
の
回
新

副
ほ
、
こ
の
と
こ
る
社
会
問
題
化
し

て
い
る
害
警
察
力
ま
る
う
現

畢
に
つ
い
「
蒋
罪
組
ん
で
い
る
。

記
事
巳
客
と
、
こ
と
し
令
来
で
六

百
万
人
の
書
が
夫
に
殴
円
五
、
一
千

人
な
い
し
回
す
人
が
究
亡
U
た
と
い

う
推
定
ι
を
め
る
。

原
凶
は
ヰ
議
に
よ
る
家
庭
内
の
酷

彊
が
引
金
に
な
っ
て
い
る
堀
古
が
多

い
と
い
う
。

女
昨
の
ケ
ガ
の
原
因
で
一
番
多
い

の
は
、
強
奪
自
動
車
事
故
よ
り
も

売
に
容
円
五
て
と
い
う
ケ
1
ス
が
多

く
、
米
間
の
帯
型
は
仕
事
の
三
分
の

4

を
、
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
と

ち
れ
て
い
る
と
い
う
。
送
聞
が
力
ゼ

ひ
り
ば
ク
シ
ャ
ミ
す
る
日
本
と
い
わ

れ
る
が
、
手
め
輸
入
だ
け
は
ご
免
己

う
む
的
だ
い
恥
あ
。

泣
き
病
入
り
さ
せ
ぬ

括
叫
の
舷
事
は
白
禁
事

す
む
咽
つ
い
た
妻
。
に
置
か
れ
て
い

る
も
宜
伸
の
立
輔
で
俊
助
の
辛
#
き

し
の
べ
辛
?
と
「
車
京
・
強
在
較
握

セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
ち
照
明
の

童
相
努
革
、
定
、
望
め
ば
医
両

弁
横
士
の
紹
介
司
セ
ン
タ
ー
は
合

口

?
R
7
A
Z司
4
江
間

区
指
南
郵
便
局
私
書
椅
第
七
埠
)

今、流行の高原果実・ブルーベリーの
おいしさがいっぱい

当
選
証
書
授
与
式

辛
つ
に
、
投
騨
所
へ
早
ネ
〉
¥
苦
と

行
っ
て
、
雪
す
¥
守
主
帰
っ
て
来

た
。
も
芭
d
閥
、
市
会
開
民
に
は
私

昭
和
五
十
五
革
七
月
に
酷
当
主
一
ボ
ン
ギ
」
#

発

句

一

マ

北

趨

道

女

性

史

研

究

会
H
旭

川

忽

ナ

貼

付

の

E
」。

夜
の
謂
座
了
午
後
4
時
却
分

開
中
心
に
、
水
泳
事
者
、
そ
れ
を
一
マ
福
軍
事
り
敷
金
テ
l
プ
の
一
市
高
雪
一桂

子

代

聾

金

園

教

七

秋

の

生

活
文
化
講
座

i
b時

目

安

す

ム

円

借

喝

水

泳

プ
ロ
グ
ラ
一

42H福
岡
市
久
保
田
原
チ

代

表

一

七

人

サ

定

員

各

醤

究

纂

窃

分

胞

の

盟

会

「

串

席

一

ム

の

研

究

主

肱

マ

ニ

ュ

ア

ル

づ

く

一

会

量

一

六

八

人

一

北

軍

磨

の

歴

史

の

中

に

生

き

呆

道

良

毎

日

3

ω

思

留

で

芝

方

に

磁

皇

す

o

童

の

一

り

、

障

害

者

へ

の

護

軍

完

助

一

昭

和

四

十

九

年

十

一

一

月

、

高

た

一

た

女

性

の

足

時

を

膏

さ

記

し

て

い

車

穴

咽

日

借

り

回

塘

合

は

開

会

の

後

、

抽

選

。

F

n

を

書

し

て

い

る

。

互

重

っ

て

設

官

た

軍

歩

ル

l

一

る

。

昭

和

四

十

七

言

月

、

密

霞

午

開

山

開

s

円

時

古

書

認

は

い

玄

毛

無

料

肝

マ
点
訳
事
筒
大
牢
田
む
つ
重
吉
」
一
プ
。
郷
党
間
留
者
の
た
め
の
閉
喧
T

一
来
十
年
間
、
今
ま
で
岳
民
五
る
こ
と

O
枯
草
づ
く
り
と
手
潔
U
9
月
官
一
時
保
育

明

町

H
大
富
市
大
道
義
世
代
理
・金
丁
プ
の
作
成
、
障
問
図
書
の
点
字
国
の
忽
か
っ
十
準
々
史
の
中
に
、
女
性
一
(
定
員
再
開
閉
さ
テ
!
?
「
蔭
F
X
極
」
「
女
毎
週
木
曜
日
午
後
l
時

お
甲
山
品
目
、
田
湖
水
婦
人
芸
ナ
I
、
女
性
の
た
め

叩

員

数

二
七
人
。

一

曹

界
易
自
由
活
動
、
若
年
一
の
援
を
ま
た
研
究
を
腕
り
て
い
一

-E化
基

と

女

竿

老

人

の

警

豊

富

」

罪

、

4

時

酎

印

画

隅

日

雪

国

午

苧

時

の

事

ノ

セ

リ

ン

グ

量

章

一

ソ

脳

相

四

十

九

単

一

月

に

翌

弓

昭

一ィ
ア
初
主
舞
踏
害
開
時
ま
一
る

も

研

究

凪

果

ほ

「

北

霊

友

豊

一

自

立

・

女

熊

当

汁

下

車

童

峯

夫

霊

侵

中

寝

節

名

器

i
長

持

お

よ

び

J

桔
本
づ
く

P
喜

四

，

利
回
+
八
半
、
大
富
市
整
語
祉
一
た
、
テ
l
Z
鍋
費
量
産
苓
一
研
究
会
双
書
簡
一
巻
3
四
巻
」
、
槽
一
喜

9

月

日

目

s

H

A

品

川

喜

代

子

他

テ

!

?

「

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

闇

員

企

語

Q
局

留

品

畳

ジ

謡

警

に

つ

い

耳

、

2

E

協

警

で

翼

席

レ

た

点

釈

単

位

塁

一

チ

ャ

リ

テ

ィ

・

パ

ず

な

車

種

し

一

関

誌

「

北

童

女

性

器

包

謂

二

週
金
晦
日
午
後
l
罰

・
国

障

理

解

ー

市

民

安

性

差

論

」(1
・
E
)

」

自

由

週

水

岨

百

計

5

国

軍

ト

事

前

の

ネ

と

お

一

回

成

晴

種

了

者

で

桔

巧

点

霊

仕

一

て

い

る

。

「

エ

考

に

草

戸

局

長

て

い

る

も

一

分

3

4

時

前

晶

は

、

い

千

晴

師

富

力

ウ

ン

セ

リ

、

ノ

グ

セ

午

答

。

時

占

時

時

保

育

を

汚

い

ま

す

。
椅
書

一

持

続

諮

問

開

時

一

I

l

l

i

-

-

-

|

|

一
町

七

時

日

刊

」

い

よ

い

よ

学

習

の

秋

:

・

1申
し
出
て
く
だ
さ

ア

|

図

曹

コ

十

」

皇

室

一

労

使

与

」

テ

!

マ

に

一

他

・

;

・

・

・

1
・

・

ム

‘

2

f

官
明
白
わ
せ

-
開
/
イ
l
J

一

一

・
女
性
の
#
害
方
l
若
い
女
件
あ

量
骨
回
目
e
J
M
m〕

$
D
F』
ま
古
品
e
e
b
-
-
4
ド
草
子

F
K凶
げ
川

T
0
4
0
大
医
市
費
区
長
吉

一

ウ

」

何

律

背

で

い

星

空

一

腕

桝

「

閣

の

中

の

白

い

道

」

一

害

者

い

2言

語

周

・

ラ

語

革

委

算

特

鍔

埼

ハ

一

一

井

-

?

「

一

一

戸

き
W
A
・
%
・
渇
土
隅
臼

ニ

刊

ハ
μ

聞

文

形

劇

団

「害

子
」
H
酔

同

一

「

開

高

揚

」

は

九

月

昔

宮

五

百

司

一

午

宇

積

努

5

4

U

タ

!

一

信

霊

童

福

続

皇

息

叫

日

S

H

4

自

民

休

l

i

l

i

-

-

一

吋

両

市

再

重

量

・

全

県

究

人

T
下
一
日
ま
で
き
た
・
受
毛

一
申
込
み
、
問
語
草
「
軍
劇

一

%

-

w

B

-

M

火

曜

日

さ

日

自

主

符

H

古

今

霊

童

他

毎

週

金

問

自

信

b
画

。
絵
本
講
座
。

一

欄

岡

昭

和

田

十

八

年

書

、

子

育

て

の

一作
、
千
国
語
演
出
「
聞
自
の
白

一場
」
。
0
2
・

3
2
自

習

E

、

一

午

後

6
時
1
8時
町

6

士
趨
固
午
宇
照
割
分

【申
込
喜
】

Q
且

首

翁

印

午

竿

蒔

君

、

主

蒔

智

7
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
・
九
月
の
枯
草

特
設
除
緩

中
で
知
り
合
っ
た
母
輯
同
士
で
桔
一
い
道
」
雫
古
田
す
る
。
こ
れ
は
胃
木
一
目
目
白
。
一
回

i時
計
民
酋
有
効
)
ま
で
に
帰
人
会
璽
号
電
喧

O
宅
プ
ル
品
料
理
ω
月
皇
国
間
座
は
、
長
新
太
の

「
盛
事
会
福

耐

震

成

。

人

形

も

普

通

宅

金

で

一怒
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「偽
謡
童
」
一

1

1
l
i

-

-

」

一

テ

!

?

「

交

安

結

婚

l

露

テ

!

?

「

ア

ジ

ア

安

住

ち

し

て

く

一

戸

書

。

s

H

H

量

土

曜

日

章

。

賀

十

一

日

(

日

)

一

時

蹴

出

広

告

貝

の

手

づ

く

り

の

人

形

劇

を

行

一

B
章
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
丸
は
ど
一

一

一

一

定

何

か

よ

よ

費

セ

ミ

ナ

ー

か

ら

川

喜

・
氏
名
・
年
齢
・
霊

・電

雪
国
革
命
泊
分
か
ら
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
雪
ク
ホ
l

明
白

川

ず

う
。
撞
窃
幼
苗
や
小
学
校
、
公
一
己
へ
雪
」
〈
腎
目
新
聞
社
)
を
も
一
深
く
静

か

に

:

一

晴

樹

歴

史

研

究
反
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異
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つ

で

I
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号

L
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烈
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は
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八

一

と

に

戯

曲

正

言

。

大

事
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事
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量
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師
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司

今
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一

S
E
Z
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車

章

一
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て
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な

ノ

一

空

障

害

規

子

他

多

i島
原
稿
用

Z
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に

宣

言

。

千

円

(

露

五

円

)
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ざ
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て

活

安
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R

一

一
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白
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込
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】
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復
ハ
ガ
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①
セ
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磨
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』
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で
-
く
。
朝
・
屡
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翠
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照
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事
前
「
事
&
予
約
の
E
(
Q
3

…
章

一

ヱ

間

文

書

生
H
事

中

一

色

人

の

開

が

倒

れ

て

い

一

「

l
L
J計
午

朝

時

ミ

ナ

l
z

g

民

意

書

ω

著

書

Z
R間

4

1

i

)

僕

警

護

g
g

一
晶
直
子
代
表
・会
員
世
一
干
一

A
q
一
%
か
吃
品
っ
た
通
行
λ
に
男
は
あ
一
「
も
し
女
と
開
の
侵
割
が
入
れ
歯
一
=
一
一
一一一一三主
主
主
主
主
=
=
=
E
z
--E三三三===呈喜
一-sgZE--====一芸-ZE--一奪三喜
一三三三三===z三三三ZEE--三重宅一
一ZEEEE--一一ZE-
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入
室
主
足
、
目
安
以
卜
の
参
加

者
で
い
っ
ぱ
い
。

Z
回
、
み
己
主
が
つ
実
地

元
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
詰
踊
円
#
踊

っ
た
子
Y
ち
た
奈
山
頭
。
y
k
U
平
ゐ

顔
色
，
自
分
が
乍
文
M
U
だ
M

と
い
う

喜
び
に
あ
ふ
れ
で
い
た
。

間
金
の
刷
ト
本
耳
長
は
「
ζ
p
u
た

己
ま
ず
べ
主
飽
点
が
あ
っ
て
で
き

た
己
令
恩
卜
で
も
、
呈
じ
た
場

所
が
寝
長
谷
忠
参
¥
私
ど

も
の
金
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
な
の
で

す
。
払
は
、
拠
頑
が
で
き
る
己
と
で
、

会
の
活
動
が
五
倍
も
十
倍
も
広
が

る
。
告
の
忠
明
有
吉
昆
ば
結
局

行
政
も
う
え
九
な
る
の
だ
守
口
・

と
替
え
て
い
君
主
か
。
暗
所
が

な
い
と
い
-
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
か
、

捜
廿
母
車
ん
で
い
失
ム
共
の
施
叡
は

結
構
晶
君
罪
事
。
刷
即
急
過

た
が
、
イ
ル
カ
の
メ
ン
バ
ー
は
ヰ
左

一瞬
化
レ
て
い
る
都
心
の
学
健
省
薮

k
マ

局

、

2

二

f

/

K

〆

一

も

た

E
一再

三
月
の
日
唖
日
ご

一
妻
都
、
若
聞
に
な
れ
ば
、
活
用

z

i

捕

語

か

ら

主

主

金

一

え

な

い

が

、

室

ま

い

塁

互

理

Z
E
E
-
E
F員
で
日
を

み

こ

と

な

空

カ

ン

み

こ

し

一

と

員

5

3

1

ラ

舎

一

で

雲

寺

」

一定
い
ろ
い
き
と

十
君
事
訴
い
た
開
幸
子
旦
っ
ぱ
い
「
伝
わ
れ
て
い
る
o
君
臨
に
事
訓
嗣
を
と
考
え
て
い
一
送
っ
て
ま
豆
長
多
い
。
監

{

?

;

1

刊

一
ュ
l
ス
の
書
量
集
号
ニ
カ
一
思
い
ま
す
。
己
最
古
ほ
個
人
や

の
凪
芸
車
童
図
盟
主
l
瓦
ほ
主
主
君
事
費
一
た
。
就
業
へ
の
早
川
股
か
り
で
な
く
、
一
の
中
に
宮
髭
請
腕
害
え
た

p

一
月
が
か
り
官
八
千
個
以
あ
雲
晶
一
民
間
で
は
解
慢
で
き
な
い
閲
聞
で

ト
。
ニ
聞
憲
一慣
が
す
っ
か
り
空

一あ
岳
部
署
ほ
ミ
シ
ン
意
し
て
一
主
動
主
」
在
慰
霊
に
よ
一色
Zee--と
い
品
草
い
閣
の
闘
い
今
年
一
替
の
大
量
句
重
要
の
町
内
舎
に
男
重
忠
良
、
一
く
ら
っ
た

Eい
が
、
協
力
す
き
一
霊
友
っ
九
安
」
レ
竜
み
た
で
す
o
g
自
で
拠
点
ら
奇
喜

Zっ
て
い

q
Z八
宰
喜

一十
一
月
の
パ
?
に
出
手
る
霊

一い
襲

名

た

字

。
烹
震
の
だ
っ
た
が
、

H

罪

が

?

だ

一ま
つ

P
だ
っ
き
わ
持
基
福

一な
に
か
5
時
に
学
一
磨
人
一
と
が
決
ま
る
失

H

会
自
走
勲
一
霊
で
が
ま
た
ニ
カ

Eι
喜
一
理
解
レ
、
完
忠
臣
て
ほ
し
い
」

告
が
借
り
て
い
弓
八
章
と
い
っ
て
一
げ
袋
の
製
作
に
お
害
ん
た
ち
が
懸
一
雲
柱
、
学
校
で
自

Eい
生
一

つ
匂

母
語
、
理
セ
ン
タ
ー
な

一祉
事
裁
国
語
ア
パ
l
卜
富
い
建
一
に
主
び
か
旬
、
男
し
て
き
っ
心
に
M

と
り
く
ん
芝
耳
目
一
い
の

一
っ
と
小
さ
い
の
二
つ
。

で
き
一
と
い
っ
て
い
%

も

、

雫

階

の

二

重

雨

も

品

ひ

一

命

だ

っ

九

一

要

義

語

、

E入
っ
て
レ
一
忘
語
雪
て
旬
空
い
て
い
一
号
、
正
高
炉
室
哲
一

Eで
聞
貫
(
き
へ
の
震
}
一
会
、
導
主
会
、

Z、
理
一
あ
が
っ
た
も
の
は
、
お
君
た
ち
一
「
障
害
車
棄
を
替
え
る
習

る
時
で
な
貯
れ
ば
暗
り
ら
れ
な
い
一
で
事
広
い
。
己
れ
を
利
用
じ
て

一
君
、
量
弁
連
帯
す

E
ぃ

3
一
社
聖

YEく
完
の
震
が
英
一
色
廓
わ
ず
猷
聞
を
あ
げ
る
よ
主
な
一
会
均
メ
シ
パ
l
の
ま
』
も
た
車
、

し
、
一
日
と
い
品
は
♀
か
し
い
。
一
薬
品
で
差
い
か
。
陣
雷
同
九
一
ぎ
の
告
の
方
針
有
望
の
町
内
一
重
L
加
わ
っ
た
。

一

見

事

さ

だ

っ

た

。

会

議
発
し
て
一そ

孝
一歪襲
撃
佼
嵩
等
部
を
霊

陣
密
児
た
君
己
宍
す
ベ
T

必
っ
一
も
お
接
り
の
宗
主
義
わ
せ
で
や
一
4
置
で
も
は
じ
め
は
び
っ
く
p
u
た
ら
一
担
畢
り
に
は
み
と
'
U
が
つ
き
も
の
一
金
男
札
祭
り
半
夫
事
醐
し
た
。
一
す
る
ケ
1
ス
が
出
は
じ
め
た
。
学
校

く
円
じ
て
い
る
な
口
、
一
時
間
平
三
り
た
い
と
い
う
声
富
た
の
が
今
年
一
し
い
。
陣
間
見
な
y
見
た
こ
と
を
一
弓
い
つ
怠
慰
会
に
罪
レ
言
、
一
さ
で
、
鎖
お
目
黒
月
二
土
ハ
一
広
行
っ
て
い
る
聞
は
い
い
が
|
と

陣
闘
で
時
間
を
宮
れ
争
完
重
く
一
の
一
日
1

恩
夜
、
さ
っ
そ
く
地
元
一
い
人
も
い
て
と
易
障
す
畠
か
面
一
れ
号
、
芯
ず
ノ
デ
ィ
ア
グ
ル
l
ス
イ

一
日
長
ま
っ
%
六
月
中
間
同
時

一ぃ

8が
障
害
児
の
覗
の
共
過
し
た

い
か
な
い
。
奇
画
を
男
す
る
子
も
い
拘

f

巴

ル

カ

の

会

陪

相

敵

す

る

と

、

喜

一

雨

の

白

ば

か

り

が

つ

づ

く

e

o

責

一

思

い

。

z

a

理

で

就

業

の

晒

る
し
、
途
中
で
遊
び
に
行
っ
て
年
A

圃

室
関
与
を
己
主
自
分
た
ち
一
た
吉
宗
気
高
な
か
っ
有
一
一
一
会
墜
事
寧
守
へ
っ
て
い
る
b

襲

う

ネ

も

い

る

里

親

は

気

が

ね

し

d

z

d

陶

哩

で

つ

く

る

主

逗

票

妻

、

一

つ

一

士

ハ

目

、

朝

方

多

少

司

か

パ

ラ

つ

い

一

回

の

武

山

蓑

華

客

年

一

一一括

本

て

」

雪

。

誼

噌

の
み
と
し
に
害
事
一
孝
一
個
も
い
た
が
、
奇
跡
的
に
天
草
も
っ
た
の
一
挙
空
需
噛
に

3
5は
た

と

ご

宗

主

R
Zお
謝

M

2

い
包
ん
な
に
警
る
か
し
一
だ
。
ァ
パ
ー
ト
の
恵
国
車
、
三
与
一人
だ
っ
た
o
い
ず
も
陣

ア

パ

l

占

妻

富

良

互

い

品

、

-諮

ら

、

と

お

一

ん

た

言

書

カ

っ
石
需
聖
豊
島
委
主
ハ
十
一
曹
の
霊
の
軽
い
主
ち
ば
か
り
で

う
に
な
っ
て
事
担
一
空
九

L
V
整

雲

唾

九

つ

り

な

か

っ

た

お

は

、

壁

の

要

枯

実

阜

週

、

度

前

酬

明

誕

蒋

ぷ

開

会

宗

ほ

ま

に

閉

じ

申

あ

ち

れ

開

也

耐

が
始
ま
っ
た
。
雑
布
陣
い
と
自
動
曹

8
g
g磯
町

必

に

古

・

」

7

u

か

な

か

っ

た

o

こ

う

し

車

の

部

品

の

閣

単

な

作

業

を

弔

っ

て

た

輔

が

あ

れ

ば

、

車

業

生

ぜ

』

」

で

安

九

。

雑

布

は

お

田

亨

ん

た

ち

が

形

何

し

か

作

業

す

る

之

と

も

で

き

る

だ

ろ

を
作
り
、
腕
#
ひ
い

τあ
げ

た

そ

の

う

。

中

宗

宗

支

え

る

に

た

り

る

一
金
を

ト
李
主
権
U
す

る

。

粗

い

、

う

怒

っ

・

i

:

:

:

3

か

せ

ぐ

の

は

年

っ

て

う

時

理

戸

大

害

相
レ
ド
縫
い
方
だ
が
、
懸
命
に
臨
の

3

が
、
少
な
く
ル
迄
、
埜
古
か
ら
も
仲

上
を
な
す
安
正
'
ド
実
力
が
見
え

t

聞
か
主
切
り
離
さ
れ
て
ひ
と
り

る
。
見
た
目
は
よ
く
な
い
し
、

P

売

t

ぽ
っ
ち
で
帯
A
4
9
己
弁
ほ
な
い
。

り
も
の
M

に

は

な

門

戸

な

い

が

、

老

人

社

会

情

聞

は

ま

ず

ま

ず

厳

し

い

ホ

1

ム

に

寄

付

し

て

菖

ば

れ

た

。

が

、

十

世

牢

の

品

拍

動

が

実

M

H

l

n

拠

部

品

組

み

た

て

は

剛

合

簡

単

な

作

灘

点

M

が
で
き
た
告
貝
た
相
訂
表
情
は

で、

Z
お
望
見
写
助
り
が
あ

「
伊
旧
ず
つ
甘
す
か
、
前
進
し
て
い

れ

ば

で

き

る

が

、

い

つ

で

を

の

争

と

手

か

ら

:

」

と

習

か

っ
九

い
う
わ
り
に
は
い
か
な
い
。
工
慣
が

を
切
り
と
り
、
こ
れ
を
水
に
つ
り
で

一は
実
乾
か
す
。
せ
っ
芦
迄
多
劃

一
か
す
子
、
な
か
な
か
器
用
に
行
か
由

一チ
、
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
事
な
畢
し
そ

吉
有
罪
業
は
装
U
い
し
、
小
U

一ぶ
り
に
(
作
業
百
は
週
二
目
、
参
加

一
自
@
友
だ
ち
に
あ
え
る
の
が
と
て

一
も
コ
れ
し
い
ん
で
す
」

。

一
作
業
制
縦
だ
廿
で
参
¥
、
こ
の
必

一点
u
が
で
き一
て
、
い
ろ
い
高
め
ζ
と

一が
円
滑
に
行
き
だ
し
た
。
印
刷
酬
も

一
買
っ
h
ι
。
い
ろ
い
高
の
白
刷
物
が
己

一
戸
レ
た
会
の
一
番
の
ま
器
戸
、
印
刷

一
酬
を
倍
り
接
く
心
配
も
な
く
な
っ

安
く
て
も
仕
事
が
続
け
で
あ
れ
ば
:
一た
。
パ
ザ
I
の
品
物
の
製
作
も
で
き

と
布
団
事
ん
た
ち
は
切
望
し
て
い

一る
し
、
官
き
た
品
物
者
置
く
こ
弁
包
、

品。

一
宮
乞
あ
た
り
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て

現
在
は
古
里
を
切
り
寺
中
作
業
一
価
段
を
つ
け
吾
作
業
も
自
陣
尽
き

を
じ
て
い
る
。
封
筒
な
ど
か
ら
塑
て
苧
膏
J

に
な
っ
弓

アイテ有アな楽しさひろがる。
巨至豆互主亙~

ク。ソ仁も7人ベ拠↑二7人ベLき
TOSHIBA 
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(4 ) 〈火曜日 〉昭和58年 8月 30臼

弔問搬

安帝 J、議斤田明

|考唾|L~昆 l
E ・ 4岡田 E 

|え 1玄 l
|る毒 l
U集性|
十いを l

遺
伝
毒
性
を
考
え
る
集
い
(
百
菖
子
代
き
で
は
、
第
三
回
子
孫
の
日
記
念
集
会
を
八
月
十
九
日
、
東
京
都
有
楽
町
消
費
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
O

H

子
孫
の
自
ら
、
遺
伝
毒
物
A
F
っ
か
禁
ー
き
れ
た
昭
和
四
十
九
年
、
世
界
で
初
め
て
平
台
怖
を
守
る
た
め
の
「
食
品
添
加
伊
豆
あ
遺
伝
的
安

全
評
価
の
華
」
が
日
本
で
作
ら
れ
た
。
こ
の
慈
摩
が
出
来
た
日
を
翠
必
し
て
遺
伝
毒
算
考
え
る
集
い
で
は
、
五
土
ハ
年
に
第
一
軍
孫
の

日
を
聞
き
、
「
子
孫
の
旦
制
定
を
考
え
る
と
い
う
声
明
茎
姦
考
昨
年
は
、
北
海
道
消
費
者
連
盟
が
と
れ
に
呼
時
徐
々
に
だ
が
、
週
伝
母

性
に
つ
い
て
考
え
る
輸
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
「
安
全
と
そ
生
き
る
残
る
道
」
を
テ
l
マ
に
都
立
守
川
短
大
教
授
・
吉
田
幸
弘
氏
が
H

子

孫
の
安
全
を
考
え
る
|
主
と
し
て
集
団
遺
伝
説
め
立
場
か

P
を、

N
H
K農
林
水
産
一
々
業
部
・
申
村
彰
良
氏
は
グ
外
国
の
腹
薬
事
伊
宍
消

費
者
運
動
家
、
小
若
順
一
氏
は
H

輸
入
食
籾
と
危
険
炉
を
語
っ
た
。
い
ず
れ
も
興
味
深
い
話
し
ば
か
旦
街
、
富
氏
の
一
遺
伝
学
に
焦
点
を
絞

っ
て
紹
介
し
さ
っ
。

広
く
世
界
中
で
愛
さ
れ

強
い
辛
昧
、
爽
や
か
な
香
り

国

は
と
い
元
ぼ
、
同
じ
も
の
。

た
だ
、
果
実
の
採
取
時
期
が
異

な
り
、
未
熟
な
果
実
と
外
皮
を
つ

け
た
ま
ま
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を

Hブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
H
、
完
全
に

黙
し
た
実
を
水
に
侵
レ
、
外
皮
を

と
り
除
い
た
あ
と
乾
燥
支
持
」
た
も

の
を
グ
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

l
H
と
呼

ん
で
い
る
。

壬~{第三種到更物館可)

この子を

残して

昭
和
ニ
ム
工
ハ
年
、
二
人
の
幼
な
子
考
」
、
屡
紅
作
で
は
「
衝
動
殺
人

・

を
残
レ
て
、
四
十
三
才
で
と
の
耐
を
息
子
よ
」
「
父
よ
尽
よ
/」

童
子
が

去
っ
た
、
永
井
隆
鰐
士
が
、
死
の
病
け
、
人
間
へ
の
愛
情
房
訴
え
つ
づ
け

床
で
綴
っ
た
、
同
名
の
記
録
の
映
画
る
木
下
必
介
。

化

。

脚

本

は

、

暴

告

の

中

の

内

面

監
督
は
、
「
二
十
四
の
随
」
「
奮
の
ド
ラ
マ
薪
鋭
利
に
婚
き
出
す
、
山

び
わ
悲
し
み
も
幾
歳
月
」
「
樋
山
節
目
太
一
、
と
木
下
必
介
。

鍛
影
は
、
科
学
的
宰

τメ
ラ

・

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
常
電
厚
な
璽
聞

作
約
券
-
得
一
憲
ル
子
J

る
岡
崎
宏
一
二
。

木
下
作
品
で
は
、
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
特
撮
で
は
、
第
一
人
者
で
あ

る
成
田
亨
。

主
位
、
こ
の
映
闘
の
製
作
に
は
、

映
画
史
上
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

佐
世
保
市
針
尾
に
、
約
二
十
万
平
方

M
の
広
大
な
士
一
地
表
信
司
当
時
の

長
崎
の
町
を
再
現
、
原
爆
に
よ
っ
て

第 712号

い約よパ外皮い

持持署長
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ス
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ペ
パ

l
は
、
世
界
各
国
で
用
い

ら
れ
、
甘
い
フ
レ
l
パ
ー
非
持
つ

食
間
究
、
安
」
ん
Y
あ
料
理
に

マ
γ
チ
す
る
。

ペ
パ
l
の
強
烈
な
辛
味
と
爽
や

か
な
芳
香
を
味
わ
う
肉
料
理
に

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
1
の
荒
挽
き

原
爆
の
長
崎
を
再
現

永
井
博
士
の
。
死
の
記
録
ψ

後
、
原
爆
症
に
苦
U
む
多
く
の
人
々
A
・:
の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
塾
是
忘

の
救
済
の
た
め
、
妻
}
失
な
い
、
自
れ
る
と
い
う
の
だ
受
示
、
絶
対
に

ら
も
白
血
病
で
命
を
縮
め
な
が
ら
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
事
な
の
だ
。

自
己
犠
牲
的
に
医
療
活
動
を
行
っ

K
・
:
を
つ
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、

た
、
永
井
隆
時
士
の
律
窪
を
通
し
て
、
こ
の
映
画
は
、
一
戦
告
を
知
ら
な
い
時

極
限
狭
間
凡
あ
っ
て
も
、
人
間
と
し
代
に
育
っ
た
若
い
人
た
ち
に
是
非
、

て
の
尊
厳
か
辱
4

り
抜
い
た
人
々
の
姿
観
て
ほ
し
い
も
の
だ
と
思
っ
。

を
、
平
和
へ
の
祈
皇
と
め
て
描
い
A
:
・
テ
レ
ビ
や
マ
ン
ガ
警
で

た

作

口

聞

で

あ

る

。

簡

単

に

人

を

殺

す

シ
l
ン
が
出
て
来

、‘・守
O

U
Z
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子
孫
の
代
に
症
状
が

「
な
ぜ
か
?
解
か
り
に
く
い
と
い

芝
居
あ
る
。
急
性
毒
毘
ι
と

τ痢

や
叶
ぎ
気
な
ど
に
よ
っ
て
使
状
の

しい突然変異恐ろ
ぐ有害無益かの着色料も

¥ 

物岬

員

回

Saz--Saz--zz-z
・・・
2
・tSES--s--ss
--
saw--S2a-zz-z----zaz--Z-az--zz'
・2z-s
・-s-zz-az--zz-Ez--azzz-

ン
ド
な
ど
が
主
童
と
し
て
担
り
差
み
に
日
本
で
は
、
ペ
パ
l

れ
て
い
る
が
、
昭
和
八
年
、
ブ
ラ
の
と
介
湊
」
「
胡
鰍
」
と
い
う
が
、

ジ
ル
へ
の
日
本
人
移
民
者
が
南
米
こ
れ
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
三

に
持
ち
込
み
、
栽
培
に
成
功
可
現
と
ば
。

在
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
も
世
界
の
生
漢
の
時
代
、
西
方
か
ら
シ
ル
ク

産
量
の

-2P大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
ロ
l
ド
を
経
て
伝
来
し
、
閉
(
西

占
め
る
さ
つ
に
な
っ
た
。
域
の
こ
と
で
外
国
の
窓
〉
の
徽
(
ハ

ペ
パ
ー
に
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
ツ
カ
ミ
と
い
い
、

山
似
の
占
つ
に

l
(照
胡
椴
)
と
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
ヒ
リ
ヒ
リ
刺
激
す
る
の
意
)
と
名

l
(白
胡
似
)
が
あ
る
が
、
も
と
付
廿
ら
れ
、
そ
の
主
示
日
本
名
に

i朝関空

! を;
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子
供
の
脳
に
は
作
用

こ
の
フ
ェ
ニ
ケ
ル
ト
ン
は
神
経
系

の
書
事
え
る
有
害
な
物
質
で
、

大

人

な

高

題

は

な

い

が

、

平

供

の

さ

ら

に

マ

ニ

キ

ュ

ア

量

る

練

習

時
だ
と
脳
が
発
育
υな
い

、

つ

ま

り

も

始

聖

子

。

精
薄
宛
と
な
っ
て
レ
杢
J

と

い

う

。

一

週

間

前

は

、

手

足

の

む

芸

お

十

汁

膏

な

遺

伝

子

が

突

然

変

異

を

起

脱

色

按

じ

、

美

容

室

で

フ

ェ

l
シ
ャ

し

た

た

め

に

起

る

結

果

の

一

つ

日

比

。

ル

、

ボ

デ

ィ

ー

の

マ

ッ

サ

ー

ジ

を

つ

普

通

遺

伝

子

は

父

親

か

ら

A

を

、

り

て

は

い

か

が

。

母
親
か
守内
も
A
と
い
う
型
で
も
ろ
い
一
結
婚
式
の
士
夜
は
な
ん
と
い
っ
て
し
て
柏
襲
的
で
す
。
=
百
前
に
輩
、
り
。

ニ
個
(
A
A)
持
っ
て
い
る
。
が
、
一
も
花
壊
す
。
「
う
い
う
い

K
差
ニ
カ
月
司
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
相
前
月
シ
ャ
ン
プ
ー
、
手
[
唇
マ

片
方
か
ら
突
然
変
異
を
起
し
た
遺
伝
一
矢
わ
ず
、
し
か
も
品
位
と
優
雅
女
房
」
談
を
美
容
室
で
。
い
よ
い
よ
リ
ハ
l

ニ
キ
ュ
ア
。
と
れ
安
ず
い
ピ
ン
ク

子
九
を
も
ら
E
A
A
と
な
る
。
こ
一
と
め
て
」

l
結
婚
式
と
い
う
人
生
愚
サ
ル
に
な
芸
す
。
こ
の
時
期
ま
で
か
カ
ラ
レ
ス
宅
待
相
栃
の
点
検
。

の
場
合
、
二
刀
の
A
が
酵
素
を
作
る
一
良
の
日
を
ペ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
衣
袋
を
還
び
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
結
婚
式
は
意
外
に
重
明
働
で
す
の
で

の
で
P
K
Uの
保
因
者
で
は
あ
る
が
」
で
迎
る
た
め
の
お
手
入
れ
法
は
l

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
案
雲
す
。
結
婚
十
分
睡
眠
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

表
面
的
に
は
何
の
変
化
も
見
ら
れ
な
一
婚
約
か
民
話
婚
式
ま
で
の
ハ
ッ
ピ
式
市
包
百
は
、
ク
イ
ッ
ク
チ
ェ
ン
ジ
少
レ
ぜ
い
肉
で
も
美
喜
一
で
エ
ス

ぃ
。
乙
の
き
に
、
表
現
力
が
弱
く
、
!
な
塁
あ
一
方
で
、
新
唐
の
準
悔
し
な
防
れ
ば
な
患
い
の
で
、
髪
型
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
ボ
デ
ィ
ー
マ
ッ
サ
ー

か
く
さ
れ
た
遺
伝
平
務
努
性
と
い
い
」
式
の
段
取
り
、
新
婚
舜
付
先
の
決
定
は
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
に
し
、
む
ジ
、
へ
ア
の
手
入
れ
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ

か
く
し
た
遺
伝
主
優
警
官
。
一
な

Y
Eし
い
も
の
で
す
。
し
皇
飾
的
差
ア
ク
セ
ン
ト
に
要

l
ル
を
組
ん
で
も
号
段
、
陸
自

一
忙
し
い
と
肌
の
状
態
が
不
安
定
に
ば
主
ま
く
い
く
で
し
ょ
う
。
立
っ
て
き
れ
い
に
な
皐
守
。

印
人
に
一
人
保
因
者

一
な
り
や
す
い
の
で
、
ふ
だ
ん
使
っ
て
き
え

τ
?ジ
、
パ
ク
ク
さ
て
当
日
で
す
。
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ

「
今
、
日
本
で
は
六
O
人
中
一
人
、
一
い
る
化
粧
匹
品
よ
り
も
マ
イ
ル
ド
な
タ
で
の
素
肌
の
お
手
入
れ
は
続
げ
て
く
は
素
肌
の
宗
主
易
生
か
し
た
ナ
チ

P
K
Uの
保
因
者
が
い
る
と
い
わ
れ
一
イ
プ
を
選
立
志
し
よ
う
。
だ
さ
い
。
ュ
ラ
ル
な
も
の
で
。
結
婚
式
場
が
広

て
い
ま
す
。
保
因
者
と
保
因
者
が
結
一
三
カ
月
前
か
ら
毎
週
一
回
の
マ
ッ
一
カ
旦
刊
顔
そ
差
し
た
と
と
い
と
つ
い
オ
ー
バ
ー
な
ア
イ
メ
l
ク

婚
す
委
員
状
が
表
に
出
て
年
サ
ー
ジ
、
パ
ッ
ク
警
の
お
手
入
れ
の
な
い
彦
、
か
み
そ
皇
け
し
な
な
ど
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
ひ
か
え

ぅ
。
遺
伝
平
歩
突
然
変
異
さ
せ
る
有
一
を
ス
タ
ー
ト
さ
草
守
。
顔
、
え
り
い
さ
つ
練
習
し
て
を
手
。
自
に
。

審
物
質
を
取
り
続
廿
る
な
ら
、
さ
ら
一
馬
手
、
足
な
ど
も
お
風
呂
か
ら
よ
二
会
一
週
盟
別
に
は
パ

1
マ
を
か
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
は
肌
雲
萌
る
く

に
増
え
、
数
代
鯵
九
な
っ
て
因
っ
た
一
つ
主
ア
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
間
な
ど
ロ
芭
ょ
う
。
直
前
に
か
け
る
よ
り
し
、
ほ
お
紅
を
つ
り
安
」
、
格
式
の

と
気
が
つ
い
て
も
、
と
つ
に
も
な
ら
一
を
利
用
し
喜
づ
け
る
と
苦
に
な
り
も
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
が
開
札
な
じ
み
や
あ
る
着
物
言
よ
口
安
」
わ
し
い
も

な

い

の

で

す

」

一

ま

せ

ん

。

す

い

か

ち

で

す

。

の

で

す

。

P
K
Uの
望
口
、
一
種
の
遺
伝
子
一
手
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
の
交
換
パ

l
マ
を
か
け
た
あ
と
、
必
要
な
主
比
い
つ
ま
で
も
思
い
出

γ残
る

に
よ
っ
て
症
状
が
表
に
出
る
が
、
兎
一
な
ど
で
目
立
つ
部
分
。
指
先
を
つ
ま
A
イ
少
々
脱
色
す
る
と
か
、
へ
ア
カ
ラ
結
婚
写
真
は
、
あ
わ
た
だ
し
い
当
日

唇
口
が
い
、
紅
門
狭
さ
く
症
な
ど
は
一
ん
だ
り
、
指
の
両
側
を
押
さ
え
る
と

1
で
深
め
て
い
る
望
母
、
そ
の
修
よ
り
も
、
リ
ハ
ー
サ
ル
房
兼
ね
玄
刷

突
然
変
異
の
遺
伝
平
か
数
個
た
ま
っ
一
と
で
、
需
を
よ
く
し
、
指
を
よ
り
正
志
し
な
り
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
て
綴
る
人
も
多
い
と
か
。
と
れ

た
時
に
出
る
色
遺
伝
弓
一
号
く
卑
主
守
。
ボ
デ
ィ
ー
マ
ッ
和
装
の
か
つ
皇
后
せ
も
、
式
場
な
《
ゆ
っ
く
り
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
、
着

芝
、
優
性
の
保
因
平
案
っ
て
一
サ
l
ジ
案
内
皇
室
期
的
に
試
み
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
か
、
だ
い
た
い
付
星
で
き
る
か
ら
で
す
。

い
て
も
症
状
に
出
な
い
凝
正
常
ゃ
、
一
る
の
も
、
疲
れ
が
と
れ
全
身
美
容
と
こ
の
頃
に
。
(
資
料
提
供
資
控
室
)

表
面
に
出
て
も
症
状
が
軽
い
場
合
は

ま
っ
た
く
分
A
な
い
も
の
も
あ
る
。

虚
弱
体
質
も
突
然
変
異
で
穆
@
費
国

が
多
い
。
「
乙
の
織
に
め
だ
た
な
い
症
状
も

多
い
の
で
、
仰
の
病
気
に
比
べ
て
社

会
で
は
取
空
母
に
く
い
と
い
う
特

長
が
あ
る
。
も
つ
一
つ
の
特
長
は
、

一
度
変
化
す
る
と
元
に
も
Y
沃
忘
い

と
い
う
こ
と
で
す
」

嫁
ぐ
日
ま
で
の
準
備

品
位
と
優
雅
さ
を
こ
め
て

お
ん
な
の

昭
和
史
な
ど

で
マ
叩
月
幻
日
名
作
の
中
の
女
性
一
書
代
子
氏
わ
女
性
史
研
究
家
。
無
料
。

像
l
1野
上
弥
生
子
、
宮
本
百
合
子
、
一
「
古
文
書
に
親
し
も
つ
」
を
次
の

佐
各
痛
手
書
作
か
ち
マ

U
月
4
臼
一
日
程
で
。

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
嵐
|
|
戦
争
へ
の
一
マ
叩
月
l
貝
古
文
密
へ
の
輯
い
」

道
マ
片
目
男
の
意
契
女
の
憲
一
浅
井
潤
子
H
国
立
密
富
助
教
授

鱗
|
|
小
林
移
曹
一
を
安
¥
る
女
た
一

H
マ
8
日
「
郷
土
と
か
か
わ
り
の
あ

ち
マ
W四
月

2
日
軍
国
主
義
と
母
性
|
一
る
文
人
の
俳
句
・
和
歌
」
高
野
修
H

|
婦
人
組
織
の
総
合
強
化
マ

w月
日
一
藤
沢
市
文
.
館
主
苔
マ
回
目
「
宕
本

日
抵
抗
に
律
妄
」
た
夫
婦
像
|
|
明
一
院
の
古
文
書
に
つ
い
て
」
下
山
治
久

石
順
三
と
静
枝
の
場
合
マ
回
年

1
月一

H
法
政
大
講
師
マ
幻
自
「
古
文
秀
k

m日
最
前
線
の
女
性
|
1
白
衣
の
一
よ
る
宿
場
の
生
活
」
小
松
郁
雄
H
文

天
僚
と
呼
ば
れ
て
マ
2
月
3
日
敗
一
化
資
料
館
主
査
マ
お
日
「
江
戸
時
代

戦
|
|
新
生
の
時
代
へ
。
時
閣
は
毎
一
の
遊
窄
大
」
主
宰
文
雄
H
明
治
大

回
午
後
一
時
半
か
ら
べ
同
セ
ン
タ
ー
一
学
教
授
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o
無
料
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申
込
み

・
聞
い
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浪
市
江
の
島

一
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の
一
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一
合
わ
せ
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学
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吉
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神

奈

川

県

立

婦

人

総
合
セ
ン
タ
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力
マ
ボ
コ
、
ハ
ン
ペ
ン

昭
和
四
十
年
か
ろ
四
十
九
年
に
か

け
て
甲
本
人
は
沢
山
の
A
F
?
を

摂
取
し
た
。
カ
マ
ボ
コ
、
ハ
ン
ペ
ン
、

ト
ウ
フ
な
ど
に
混
入
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れ
た
A
F
2
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く
り
返
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り
返
し
食
べ
た
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祭
主
C
れ
て
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年
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F
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早
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も

神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
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の
告
レ
|
〈
〉
九
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土
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白
か
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一
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三
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講
座
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な

の
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史
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す
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マ
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マ
9
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時
日
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相
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幕
ー
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ム
轟
恐
慌
と
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陸
進
出
マ

9
日
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田
容
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し
の
一
破
綻
|
|
娘
の

身
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り
マ
叩
月
7
目
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っ
た
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た
担
γ
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街
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動
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れ
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ガ
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ま
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マ
イ
セ
i
フ
っ
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っ
て
る
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ガ
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も
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た
り

大
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が

き

た

ら

自
動
的
に
止
ま
る
わ
け
か

初
耳
だ
な

ガ
ス
メ
ー
タ
と

マ
イ
コ
ン
を

組
み
合
わ
せ
た
ん
だ
っ
て
さ
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と
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さ
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な
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が
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消
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か
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る
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い
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ん
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い
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